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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TNF受容体スーパーファミリーのメンバーです。この受容体は、アダプタータンパク質TRAF2およびTRAF5との相互作用を介してNF-κBを活性化することが示されています。マウスを用いたノックアウト研究では、この受容体がアポトーシス阻害因子BCL2およびBCL2lL1/BCL2-XLの発現を促進し、それによってアポトーシスを抑制することが示唆されました。また、このノックアウト研究は、この受容体がCD4陽性T細胞応答、ならびにT細胞依存性B細胞の増殖および分化において役割を果たしていることを示唆しました。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD134 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CD134 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CD134 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。

